
和文書体と欧文書体それぞれの特徴を知る。4-10-1 

日本語では合計「4つ」の文字を使います。それらは大きく分けて「和文書体」と「欧文書体」

の 2種類に分けられます。 

 
 

 



 
 

同じ書体でも、字面は字種ごとに「大きさ」が変わる。 

「漢字・ひらがな・カタカナ・アルファベット」を同じ文字サイズで入力しても、「字種ごとで文

字の大きさに違いがある」事を知っておきましょう。 

これは、書体をデザインする際に「漢字」の大きさを基準にして、ひらがな・カタカナ、アルファ

ベットとそれぞれの字面のサイズを「小さく」設定して作るのが一般的であるからと言われていま

す。 

※ただし、書体によっては漢字とかな（ひらがな・カタカナ）のサイズの差がほとんど無い書体も

あります。（モリサワの「新ゴ」など。） 



 



文

字ごとで「幅が異なる」ボディを持っている。 

欧文書体の横幅の設定方法が和文書体と異なるからなんです。欧文書体は「セット幅」がボ

ディの横幅を決めている。 

 
 


